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一 般 質 問

市
民
へ
の
啓
発
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

自
転
車
利
用
者
の
多
く
は
、
今
回

の
改
正
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
交
通
ル
ー
ル
の
正
し
い
知
識

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
自
転

車
レ
ー
ン
の
走
行
方
法
等
も
含
め
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
自
転
車
販
売
店
に
も
配

布
協
力
を
依
頼
し
、
安
全
な
自
転
車
利
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川　
浩

今
秋
に
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
と
ガ
ン
バ

大
阪
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成
す
る

こ
と
か
ら
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
西
口
で
は
、
バ
ス

利
用
者
が
増
え
る
た
め
、
バ
ス
停
へ
の
平
面

ア
ク
セ
ス
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
西
河
原
交
差

点
へ
の
渋
滞
情
報
の
掲
示
を
警
察
等

と
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、
府
道
等
の
渋
滞

や
生
活
道
路
へ
の
進
入
防
止
な
ど
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
交
通
対
策
協
議
会

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
バ
ス
停

へ
の
平
面
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
、
警
察
や

交
通
事
業
者
等
と
一
定
の
協
議
が
整
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
府
警
本
部
の
了
承
が
得
ら
れ

 

エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
等
開
業
の
対
策
は

問答

公
の
施
設
使
用
料
の
高
校
生
以
下
料

金
の
適
用
基
準
が
あ
い
ま
い
で
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る

判
断
を
す
る
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
者
が
営
利
目
的
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
の

判
断
も
難
し
い
た
め
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

 

施
設
使
用
料
の
適
用
基
準
は

問

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
27

年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
自

転
車
の
危
険
な
運
転
を
な
く
し
て
い
く
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
理
解
し
て
、

運
転
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
今
回

の
改
正
に
伴
い
、
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
等
の

 

自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
の
啓
発
を

問

答

　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
中
村　
信
彦

彩
都
友
紘
会
病
院
が
購
入
し
た
集
束

超
音
波
治
療
機
器
を
活
用
し
、
大
阪

大
学
が
研
究
を
行
う
こ
と
に
、
市
と
し
て
寄

附
講
座
（
※
）
を
開
設
し
た
い
旨
の
報
告
が

議
会
に
あ
っ
た
。
彩
都
友
紘
会
と
阪
大
と
の

連
携
経
過
や
本
市
が
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は

何
か
。
ま
た
、
寄
附
予
定
額
と
そ
の
積
算
の

基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

現
時
点
で
、
彩
都
友
紘
会
と
阪
大

の
内
部
の
動
き
や
連
携
に
つ
い
て

の
詳
し
い
経
緯
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
本

市
と
の
か
か
わ
り
は
、
阪
大
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
予
定
額

は
、
阪
大
の
基
準
を
参
考
に
、
３
年
で
総
額

１
億
５
百
万
円
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
基

準
や
根
拠
等
を
含
め
、
阪
大
と
協
議
を
進
め

る
中
で
確
認
し
て
い
く
。

 

寄
附
講
座
の
検
討
に
つ
い
て

問答

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
の

改
善
に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

ン
タ
ー
で
は
な
く
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
料

金
の
適
用
判
断
を
し
て
は
ど
う
か
。

高
校
生
以
下
料
金
の
適
用
が
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
異
な
る
こ

と
に
よ
り
、
受
付
時
に
混
乱
を
招
く
と
い
う

課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
運
営
団
体
連
絡
会
で
、

地
域
に
お
け
る
申
込
時
の
状
況
を
確
認
し
た

上
で
、
団
体
登
録
申
請
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
方
策
が
望
ま
し
い
か
検
討
し
て
い
く
。

（※） 寄附講座 ： 行政や企業等が大学に寄附し、 大学はその寄附で一定期間継続的　
　　　　　　　　　　　 に研究や教育活動をするもの。

JR 茨木駅西口付近

　
一
般
質
問
を
６
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書

館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
８
月
中
旬
予
定
）

一
般
質
問

第
４
回
定
例
会

答

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川　
勝
利
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一 般 質 問

市
議
会

だ
よ
り

を
生
む
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
参
加
店
舗
に
向
け
て
販
売
促
進
の
働
き

か
け
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

参
加
店
舗
の
売
上
や
来
客
数
の
増
加

に
つ
な
が
る
こ
と
は
前
回
実
績
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
職
員
や
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
各
商
店
街
等
へ
の

訪
問
に
加
え
、
商
工
会
議
所
職
員
に
よ
る
個

別
相
談
の
機
会
に
販
売
促
進
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。
ま

た
、
商
品
券
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
会

議
所
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を
活
用
し
、

周
知
に
努
め
る
。

 

商
品
券
発
行
事
業
の
取
り
組
み
は

策
と
し
て
、
集
落
の
有
志
の
方
が
集
ま
り
、

独
自
に
集
落
営
農
組
織
を
結
成
さ
れ
て
い
る

が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て

い
る
の
か
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
等
に
基
づ
き
、
都

市
近
郊
農
業
の
特
性
を
い
か
し
た
直
売
所
等

で
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い

く
。
ま
た
、
集
落
営
農
の
組
織
化
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
農
機
具
や
肥

料
の
購
入
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

増
賃
金
の
増
額
を
行
う
な
ど
、
給
与
条
例
主

義
に
基
づ
い
た
臨
時
職
員
の
勤
務
条
件
の
改

善
に
努
め
て
い
る
。

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
崎　
明
彦

平
成
20
年
に
上
告
さ
れ
、
22
年
９
月

に
最
高
裁
で
確
定
し
た
茨
木
市
臨
時

職
員
一
時
金
に
つ
い
て
の
住
民
訴
訟
を
踏
ま

え
て
、
臨
時
職
員
の
勤
務
条
件
を
給
与
条
例

主
義
（
※
）
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
き
た
の
か
。

こ
の
訴
訟
は
、
臨
時
職
員
に
対
す
る

一
時
金
支
給
が
給
与
条
例
主
義
に
反

す
る
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
、
訴
訟
を

受
け
、
20
年
10
月
に
一
時
金
を
廃
止
し
、
賃

金
は
条
例
に
規
定
し
た
。
そ
の
後
、
休
暇

制
度
や
賃
金
に
つ
い
て
一
定
の
見
直
し
を
行

い
、
24
年
７
月
に
は
、
通
勤
割
増
賃
金
及
び

期
末
割
増
賃
金
の
規
定
を
条
例
に
追
加
し
た

ほ
か
、
今
年
４
月
に
は
、
賃
金
及
び
通
勤
割

 

臨
時
職
員
勤
務
条
件
の
改
善
経
過
は

問答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野　
　
巖

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
農
業
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、

本
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
遊
休
農
地
解
消

 

農
業
振
興
に
対
す
る
考
え
は

問

答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木　
順
子

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
事

業
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
が
、
商
業

振
興
や
消
費
喚
起
に
つ
な
が
り
、
よ
り
効
果

問

答

（※） 給与条例主義 ： 職員の給与は、 条例で定めなければならず、 また、 法律又はこれに基づく
　　　　　　　　　　　　　　 条例に基づかない限り支給することができないこと。

市議会のうごき市議会のうごき市議会のうごき市議会のうごき

民生常任委員会
文教常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
議会広報委員会
議会運営委員会
本会議
議会改革推進委員会

９日

10日
13日
16日

４月

本会議（初日）
本会議（２日目）
議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
正副委員長会
議会改革推進委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
議会改革推進委員会

３日
４日
10日
11日

15日

22日

６月

５月

４月４月

６月６月

　　　　　 総務常任委員会行政
　視察（愛知県田原市、岡崎市）
　　　　　 建設常任委員会行政
　視察（静岡県島田市、静岡市）
　　 　　　文教常任委員会行政
　視察（富山県射水市、富山市）
　　 　　　民生常任委員会行政
　視察（佐賀県鳥栖市、佐賀市）
　　議会改革推進委員会
　　幹事長会
　　議会運営委員会

11日～12日

13日～14日

14日～15日

18日～19日

20日
28日

次
頁
へ
つ
づ
く

障
害
者
支
援
施
設
等
製
品
を
市
庁
舎

や
関
連
施
設
等
で
販
売
す
る
こ
と
は

販
路
拡
大
や
工
賃
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け

で
は
な
く
、
障
害
者
へ
の
理
解
と
支
援
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
市
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て

い
る
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
※
）
を
市
役
所

 

ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
販
売
促
進
を

問

（※） スマイルオフィス ： 障害者を市の臨時職員として短期間雇用し、 社会人としての姿勢や仕事
　　　　　　　　　　　　　　　  に取り組む意欲を高めることで就労を促進する事業。
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一 般 質 問

の
障
害
者
就
労
支
援
の
発
信
基
地
と
し
て
位

置
づ
け
、
展
示
、
販
売
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

12
月
の
障
害
者
週
間
に
開
催
し
て
い

る
﹁
手
作
り
作
品
展
﹂
や
ス
マ
イ
ル

オ
フ
ィ
ス
で
の
製
品
の
販
売
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
今
後
も
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
で

の
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
発

信
に
努
め
て
い
く
。

報
道
に
な
っ
て
い
た
。
事
実
に
基
づ
く
正
確

な
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
る
よ
う
大
学
側
に
要
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

報
道
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

大
学
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
を

も
っ
て
取
材
に
対
応
し
た
事
実
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
正
確

な
報
道
提
供
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
大

学
側
に
申
し
伝
え
て
い
る
ほ
か
、
報
道
機
関

に
つ
い
て
も
同
様
に
要
請
す
る
。

味
不
明
で
あ
り
、
多
額
の
財
政
支
出
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
に
総
額

１
億
５
百
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、

現
時
点
に
お
け
る
下
限
額
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
態
性
振
戦
（
原
因

不
明
の
﹁
ふ
る
え
﹂）
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

脳
腫
瘍
な
ど
の
治
療
に
効
果
が
あ
る
も
の

で
、
本
市
の
先
進
医
療
が
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中　
　
剛

立
命
館
大
学
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン

パ
ス
に
つ
い
て
、
大
学
が
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す

る
市
が
整
備
し
た
岩
倉
公
園
を
﹁
大
学
の
敷

地
に
で
き
た
新
し
い
公
園
﹂
な
ど
と
伝
え
、

大
学
が
公
園
を
提
供
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

 

事
実
に
基
づ
く
岩
倉
公
園
の
Ｐ
Ｒ
を

問

答
　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田　
　
充

大
阪
大
学
に
お
け
る
本
市
寄
附
講
座

に
つ
い
て
、
本
市
の
寄
附
予
定
額
等

が
示
さ
れ
た
が
、
今
後
増
額
に
な
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
寄
附
に
よ
る
本
市
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、﹁
市
内
医
療
体
制
の
充

実
﹂
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、
抽
象
的
で
意

 

寄
附
講
座
の
市
の
メ
リ
ッ
ト
は

問

答
　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
見　
　
登

本
市
の
医
療
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
命
に
ま
さ
る
事
業
は

な
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
長
を
先
頭

に
、
市
民
に
最
も
利
便
性
の
高
い
場
所
を
確

保
し
た
上
で
、
総
合
病
院
を
誘
致
し
、
早
急

に
、
医
療
体
制
の
構
築
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

本
市
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）

等
を
持
つ
病
院
が
な
く
、
循
環
器
科

や
脳
神
経
外
科
等
は
他
市
に
依
存
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
総
合
病
院
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
等

を
含
め
、
誘
致
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
検
討
し
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

早
急
な
医
療
体
制
構
築
を

問答

　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
松
本　
泰
典

一
斉
に
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
時
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
都
市
機
能

の
再
配
置
は
、
部
分
的
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
将
来
を
見
越
し
た
幅
広
い
検
討
に
よ
り

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
等
を
総
括
し
、
再
配
置
な
ど
の
計

画
を
専
門
と
す
る
担
当
課
を
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
。都

市
機
能
の
配
置
を
考
え
る
に
当

た
っ
て
は
、
少
子
高
齢
化
等
を
十
分

に
踏
ま
え
、
30
年
か
ら
40
年
後
を
見
据
え
て

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
進
め
る

が
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、
組
織
・

機
構
を
検
討
し
て
い
く
。

 

将
来
へ
の
都
市
機
能
の
再
配
置
を

問答

市役所南館３階のスマイルオフィス

答

（ 〇：賛成、退：退席 ）
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